
（様式１） 

平成２８年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０１１ 
提案機関名 水産課 

要望問題名 

資源管理計画を作成している魚種にかかる資源管理の有効性の検証と漁協に対する資源管理計画に関する具

体的アドヴァイスについて 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 水産庁は、平成22年度より資源管理・漁業経営安定対策事業を実施しており、それに従って県は資源管理指

針を策定し、漁協は県が策定した指針に基づき具体的な資源管理項目を定め、それぞれの地域にあった資源管

理計画を作成し、実行している。 

 平成27年度より水産庁は資源管理計画に対する検証を新たに義務づけ、より精度の高い事業の実施を県に求

めてきた。今後の会計検査の対応を含めて、より実効性の高い資源管理計画を作成していく必要性を迫られて

いるので、下記魚種について資源の状況を考慮して、漁協が作成した資源管理計画の有効性の検証、資源管理

計画に対する具体的なアドヴァイスをお願いしたい。 

 

シャコ、マアナゴ、ナマコ、サバ、シラス 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 水産技術センター 担当部所 
企画資源部（海洋資源担当） 

栽培推進部 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

対応の内容等 

 サバ、シラスについては、休漁等の期間前後の漁獲量から、休漁等期間中の漁獲量を推定し、その値を獲り

控えた漁獲量とみなすなどの推定方法について検討します。 

シャコ、マアナゴ、ナマコについては、既存事業の調査研究結果等に基づき検討し、資源管理計画の有効性

の検証と今後の取り組み方向等について提案いたします。 

 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


